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   We report a case of left renal cell carcinoma extending into the inferior vena cava associated 
with the acquired cystic disease of the kidney (ACDK). The patient was a 46-year-old man, who 
had been treated with hemodialysis for 12 years. In November 1992, ACDK was observed on 
computed tomography (CT) for routine check up, but no tumorous lesions were  detected.  He 
noticed bleeding from the urethra in May 1994. CT and magnetic resonance imaging (MRI) 
revealed left renal tumor with intrahepatic vena caval tumor thrombus. There were no findings 
of distant metastasis. Left radical nephrectomy and partial removal of vena cava were performed. 
Histopathologically, renal cell carcinoma, pT3b, pNO, stage III was diagnosed. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 41: 461-465,1995)
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れた1992年ll月のCTで は両側腎 とも萎縮 し多発性の





られ,治 療を目的に6月8日 当院入院とな った.
現症:身 長167cm,体重62kg,発熱な し.血圧
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160/98mmHg.左前 腕 部 に 透 析 用 の 内 シ ャ ソ トが造
設 され て お り,頸 部 に副 甲状 腺 摘除 術,右 前腕 部 に副
甲状 腺 移 植 術 お よび右 下 腹 部 に 虫垂 切 除 術 の 手術 搬 痕
が 認 め ら れ た.表 在 リソパ 節腫 脹 は認 め られ なか っ
た.腹 部 は 平 坦 ・軟 で あ り,表 在静 脈 の拡 張 は認 め ら
れ なか った.外 陰部 に 異 常 所 見 は な く,精 索静 脈 瘤 は
両 側 とも認 め られ なか った.前 立腺 は クル ミ大,弾 性
硬,表 面 平 滑 で あ り,圧 痛 は 認 め られ ず,精 嚢 は触 知
され なか った,
入 院 時 検 査 成 績(透 析 前);貧 血(RBC2.38×106/
mm3,Hb6.99/d1,Ht22.4%)が認 め られ た.腎 機
能 につ い て は 高 窒 素 高 尿酸 血 症,電 解 質異 常 が認 め ら
れ た(BUN87mg/dl,Crl2.6mg/d1,UAIO.Omg/
d1,Nal39mEq/1,K5.6mEq/1,CIIOOmEq/1,
Ca5.OmEq/1,P6.2mg/d1).肝機 能 障害 は 認 め られ
ず,ま た フ ィブ リノー ゲ ンの 軽 度 高値 を除 き異 常 蛋 白
血 症 は 認 め ら れ な か った(WBC5,900/mm3,Fbg
347mg/dl,α2分画9.5%,CRPo.3mg/dl).
画像 診 断=1992年ll月のCTで は 両 腎 と もACD-






































































長期透析患者に高頻度 に認め られるACDKは 腎
細胞癌の合併および嚢胞破裂による出血が臨床的には
問題となるD.透析患者の腎細胞癌の うち,8割がA-








る3・4).しか な がら,本症例では1年7ヵ 月の間に
ほぼ腎全体を占め,し かも下大静脈内に腫瘍血栓を形
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